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Abstract: Reversed cyclic loading tests were conducted on three prestressed concrete exterior beam-column joint assemblies. This 

paper described comparison between experimental result and calculation value. 

1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

本報告は，前報で述べた接合部アスペクト比を要因

とした PC 造ト型部分架構試験体 3 体について，実験

値と計算値に対する考察を行うものである． 

2. 2. 2. 2. 記号記号記号記号    

bc , bb：柱幅 , 梁幅 

bj ：接合部有効幅(柱幅と梁幅の平均値) 

Dc , Db：柱せい , 梁せい 

Dj ：接合部の有効せい(90度折曲げ筋水平投影長さ） 

H , L：階高 , スパン 

j：梁の応力中心間距離=(7/8)×主筋の有効せい 

jbe：梁の等価応力中心間距離(=0.8Db) 

Mbu：梁の終局モーメント 

N：軸方向力 

Pe：有効緊張力 

σB ：コンクリートの圧縮強度 

3. 3. 3. 3. 実験値と計算値の比較実験値と計算値の比較実験値と計算値の比較実験値と計算値の比較 

3.1 3.1 3.1 3.1 接合部せん断ひび割れ発生荷重接合部せん断ひび割れ発生荷重接合部せん断ひび割れ発生荷重接合部せん断ひび割れ発生荷重    

        Table 1は接合部せん断ひび割れ時の柱せん断力の

実験値 Ve と(1)(1)(1)(1)式式式式による計算値 Vc，層間変形角 R，お

よび Ve /Vcの一覧を示したものである． 
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Table 1より以下のことが指摘できる． 

 1) 梁せい 200mmの EPC-2，300mmの EPC-3，400mm

の EPC-4の接合部せん断ひび割れ時の柱せん断力は，

それぞれ 25.2kN，38.2kN，58.8kNであり，その大きさ

は、梁せい（すなわち，アスペクト比）にほぼ比例し

ているといえ，アスペクト比の大きい試験体ほど大き

な値を示している． 

 2) 接合部破壊が先行した EPC-3，EPC-4の接合部せ

ん断ひび割れ時の柱せん断力は，(1)(1)(1)(1)式式式式に比較的よく一

致している．しかし，梁が圧壊した EPC-2は，実験値/

計算値の値が 1.3 を上回っており，計算値は実験値を

小さめに評価している． 

3.2 3.2 3.2 3.2 平均せん断力と層間変形角の関係平均せん断力と層間変形角の関係平均せん断力と層間変形角の関係平均せん断力と層間変形角の関係    

    Fig.1 は(2)(2)(2)(2)式式式式による各試験体の接合部平均せん断応

力 τjと層間変形角 R の関係を示したものである．図中

の水平線は(3)(3)(3)(3)式式式式による RC 靭性保障型指針中の平均

値式 4)を示している．接合部平均せん断応力の最大値

と(3)(3)(3)(3)式式式式による計算値は比較的よく一致している． 
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試験体 
Ve (kN) R (％) 

Vc 
 

正 負 平均 正 負 平均 

EPC-2 33.3 ---- 33.3 1.4 ---- 1.4 25.2 1.32 

EPC-3 43.4 47.8 45.6 0.5 0.5 0.5 38.2 1.19 

EPC-4 64.4 66.9 65.7 0.4 0.4 0.4 58.8 1.12 

【記号】Ve：接合部せん断ひび割れ発生時の柱せん断力 

R：Ve 時の層間変形角，----：記入漏れ 

Vc：接合部せん断ひび割れ発生時の柱せん断力の計算値 
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Fig.1. average shearing stress of beam-column joint core 

versus story deformation angle    

EPC-2 

EPC-4 

Table 1. shear cracking load of beam-column joint cores    

Ve 

Vc 
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3.3 3.3 3.3 3.3 最大荷重最大荷重最大荷重最大荷重    

Table 2に最大柱せん断力の実験値 Veu，(4)(4)(4)(4)式式式式による

梁曲げ終局強度時の柱せん断力 Vbu，及び(5)(5)(5)(5)式式式式による

柱・梁接合部終局強度時の柱せん断力 Vjuの一覧を示す． 
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(4)(4)(4)(4)式式式式中の梁曲げ終局モーメント Mbu の算定に際して

は，以下の仮定を設定した． 

  1) 圧縮コンクリートの応力分布には ACIストレス

ブロックの形状係数 3)を用いた． 

  2) コンクリートは平面保持が成立し，同位置のコ

ンクリートと鋼材のひずみは等しい． 

    (5)(5)(5)(5)式式式式中の接合部のせん断強度には，((((3333))))式式式式に示した

靭性保障型指針の平均値式および，((((6666))))式式式式に示す同指針

中の下限式を用いた． 

下限式：
7.0

476.0 Bju στ ⋅=   --------------------((((6666))))    

Table 2より以下のことが指摘できる． 

1) 実験値を曲げ終局時の柱せん断力で除した値

Veu/Vbuは，0.52～0.68 となっており，実験値は曲げ終

局強度を大きく下回っている． 

2) 実験値を接合部終局時における柱せん断力で除

した値は，(3)(3)(3)(3)式式式式の平均値式，(6)(6)(6)(6)式式式式の下限値式とも梁

せい（すなわちアスペクト比）が大きい試験体ほど大

きな値を示している．その具体的な値は平均値式では，

梁の圧壊によって破壊した梁せい 200mmのEPC-2が

0.97，柱梁接合部のせん断破壊を起こした梁せい

300mm の EPC-3，400mm の EPC-4 では，それぞれ

1.09，1.15 であり，梁の圧壊で破壊した EPC-2 以外の

2 体は(3)(3)(3)(3)式式式式による接合部強度に達していることが分

かる．一方，下限式で除した値は，1.28～1.52 となっ

ており，いずれも 1 を上回っている． 

3) 以上より文献 2)の手法はアスペクト比が 1～1.2

の範囲を超える部分架構にも適用可能なことが分かる． 

 

    

3.43.43.43.4    初期剛性初期剛性初期剛性初期剛性    

Table 3は各試験体の初期剛性の実験値 ke(=柱せん断

力/層間変形角)と((((7777))))式式式式による計算値 kcを比較したもの

である．Table 3より初期剛性の実験値／計算値の値は

0.87～1.08の範囲に分布しており，実験値と計算値は

比較的よく一致しているといえる． 
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ここに， H/IK cc =   L/IK bb =  cb K/Kk =  

    Ic=柱の断面二次モーメント 

    Ib=梁の断面二次モーメント 

 

     

    

4. 4. 4. 4. まとめまとめまとめまとめ    

1) 接合部せん断ひび割れ発生時の柱せん断力は，アス

ペクト比の大きい試験体ほど大きな値を示していた． 

2) 梁の曲げ破壊が先行した EPC-2は，接合部破壊が先

行した EPC-3,4 に比べ，接合部せん断ひび割れ時の柱

せん断力の実験値と計算値の違いが大きくなった． 

3) いずれの試験体も，接合部終局強度が梁の曲げ終局

強度を下回っており，EPC-3,4 においては実験結果の

破壊に対応している．しかし，EPC-2 においては梁曲

げによる端部の圧壊をしている． 

4) 文献 2)の手法はアスペクト比が 1～1.2 の範囲を超

える部分架構にも適用可能であった． 

5) 初期剛性の実験値と計算値は比較的よく一致した． 
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試験 

体名 

Veu        

(kN) 

Vbu    

(kN) 

Vju       

平均 

Vju 

下限 

Veu 

Vmu 

Veu 

Vju 

Veu 

Vju 
 

EPC-2 48.3 70.8 49.6 37.8 0.68 0.97 1.28 BC 

EPC-3 89.4 163.3 82.4 62.7 0.55 1.09 1.43 J 

EPC-4 132.3 231.7 114.6 87.3 0.52 1.15 1.52 J 

【記号】 Veu：最大柱せん断力の実験値 

Vbu：梁が終局強度に達した時の柱せん断力の計算値 
Vju(平均)：(5)式による接合部終局強度時の柱せん断力 
Vju(下限)：(6)式による接合部終局強度時の柱せん断力 

BC ：梁端部の圧壊 
J ：接合部せん断圧縮破壊 

試験体 
ke(×10

4kN/rad) 計算値 

kｃ(×10
4kN/rad) 

ke 

kｃ 正 負 平均 

EPC-2 0.70 0.63 0.66 0.76 0.87 

EPC-3 2.01 2.52 2.26 2.09 1.08 

EPC-4 3.46 2.83 3.15 3.45 0.91 

【記号】 ke：初期剛性の実験値 

kc：(7)式式式式による初期剛性の計算値 

Table 3. Comparison between experimental result and 

calculation value of initial stiffness    

Table 2.Column maximum shear force obtained 

experimentally and theoretically 

破壊 
モード 
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